
御城印と瀬戸山城

流れに身を任せてスリル満点！
清流なのでお肌がべたつく心配なし

下山パレード。温かい声援に選手の疲れも
吹き飛びます。（H29（第10回））

一斉にスタート。県外からも多くの参加が
ありました（H30（第11回））

い～にゃんも選手たちの応援に駆け付けた
にゃ！（H28（第9回））

山中のコースを疾走する選手たち
（H29（第10回））

表彰式。吹き出すシャンパンと笑顔のベスト
ショット（H25（第7回））

ゴール地点では、飯南高校生がボランティア
としてお手伝い（H25（第7回））

グルメ
を満喫

して疲
れも

吹き飛
ぶ笑顔

の選手
たち

本丸か
ら城下

を眺め
る城主

（イメ
ージ写

真）

雄大な景色をバックに長い距離を走りぬく

浮力の高いライフジャケットを身に付け
るので泳げなくても安心

詳しくは
こちらから

　
源
流
域
の
飯
南
町
に
は
、
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
清
流
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
自
然
を
活

か
し
た
新
し
い
夏
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

「
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」
の
季
節
が
始

ま
り
ま
す
。

　
安
全
に
楽
し
む
た
め
の
装
備
を
身
に

付
け
て
、
上
流
に
向
か
っ
て
登
っ
て
い
き

ま
す
。
途
中
途
中
で
天
然
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
ラ
イ
ダ
ー
や
滝
壺
へ
の
ダ
イ
ブ
、
水
の

流
れ
に
身
を
任
せ
て
ゆ
っ
た
り
過
ご
す
時

間
な
ど
、
楽
し
み
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。

コ
ー
ス
も
初
級
・
中
上
級
コ
ー
ス
が
あ
り
、

家
族
で
も
楽
し
め
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
暑
い
夏
、
飯
南
町
の

大
自
然
を
全
身
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん

か
？

※
体
験
に
必
要
な
装
備
は
貸
し
出
し
ま

す
。

■
問
合
せ

｟一
社
｠飯
南
町
観
光
協
会　

電
話
７
６
・９
０
５
０

や
ま
な
み
街
道
ク
ラ
イ
ム
ラ
イ
ド

（
毎
年
８
月
開
催
）

　
最
長
１
４
０
ｋ
ｍ
も
の
山
道
を
走
破
す

る
過
酷
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
｟
６
月

８
日
現
在
開
催
未
定
｠
。
道
の
駅
赤
来
高
原
を

出
発
し
、
立
久
恵
峡
｟
出
雲
市
｠
か
ら
雲
南

市
方
面
へ
進
み
、
再
び
戻
っ
て
く
る
と
い

う
長
い
道
の
り
を
走
り
抜
け
ま
す
。

道
の
駅
グ
ル
メ
ラ
イ
ド
Ｉ
Ｎ
中
国
山
地

（
毎
年
９
月
開
催
）

　
中
国
各
地
の
道
の
駅
で
美
味
し
い
グ
ル

メ
を
楽
し
み
な
が
ら
回
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
｟
今
年
度
開
催
中
止
｠
。
町
内
で
は
、

頓
原
・
赤
来
の
道
の
駅
で
フ
ル
ー
ツ
や
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
グ
ル
メ

が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

　

清
流
に
飛
び
出
そ
う

シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

12
年
の
歴
史
に
幕

　
平
成
19
年
の
初
開
催
か
ら
毎
年
恒
例

と
な
っ
て
い
た
７
月
の
飯
南
ヒ
ル
ク
ラ
イ

ム
は
、
平
成
30
年
の
開
催
を
最
後
に
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
長
年
に
渡
り
、
町

道
の
コ
ー
ス
利
用
へ
の
配
慮
や
下
山
パ

レ
ー
ド
で
の
温
か
い
声
援
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
多
く
の
選
手
が
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
を
通

し
て
、
飯
南
町
の
魅
力
を
知
る
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。

　
飯
南
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
は
終
了
し
ま
す

が
、
今
後
も
町
内
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
開
催
の
際
は
、

選
手
へ
の
応
援
や
名
所
の
紹
介
な
ど
、
引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

写
真
で
振
り
返
る
飯
南
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

　
こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
名
場
面
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
選
手
の
健

闘
や
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
な
ど
、
印

象
的
な
場
面
を
紹
介
し
ま
す
。

飯
南
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の

軌
跡
と
こ
れ
か
ら

飯
南
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

　
道
の
駅
赤
来
高
原
で
７
月
4
日
｟
土
｠

か
ら
「
御
城
印
」
の
販
売
が
始
ま
り
ま
す
。

価
格
は
１
枚
３
０
０
円
。

　
第
２７
代
赤
穴
家
当
主
赤
穴
憲
一
さ
ん

｟
下
赤
名
｠
が
筆
を
ふ
る
い
ま
し
た
。
台
紙
に

は
尼
子
の
居
城
「
月
山
富
田
城
」
御
城
印

と
同
じ
「広
瀬
和
紙
」を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
赤
穴
瀬
戸
山
城
は
「
尼
子
十
旗
第
四

支
城
」
国
境
の
最
前
線
と
し
て
重
要
視
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
銀
山
街
道
を

訪
ね
る
会
や
教
育
委
員
会
の
地
道
な
環

境
整
備
に
よ
り
訪
城
者
が
増
え
、
御
城

印
を
求
め
る
声
が
出
て
き
た
た
め
、
御
城

印
の
制
作
・販
売
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
御
城
印
は
、
約
30
年
前
に
松
本
城
で

販
売
さ
れ
、
訪
問
記
念
符
と
し
て
人
気

を
集
め
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
全
国
１

０
０
城
以
上
で
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
穴
瀬
戸
山
城

「
御
城
印
」の
販
売
は
じ
ま
る
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